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人が優しいまち

人にも優しいまち

はたどの

あいさつで
広げよう!!
笑顔の輪

皆様には、日頃より当会に対し多数のご参加ご

協力を頂いておりますこと、誠にありがとうござ

います。厚く御礼申し上げます。

農業振興部会を始め健康福祉部会、環境・エコ

推進部会での活動も、それぞれ皆さまに楽しんで

もらい、多くの方々に参加していただけるよう努

力を積み重ねているところです。当会も今年で４

年目に入りますが、参加していただける方々が固

定化してきているように感じています。もっと

もっと若い方々にも出てきていただけるような取

り組みも考えていきたいと思っております。

この度、この協議会の中に今の三つの部会に加

えて「安全部（仮称）」を立ち上げようと考えて

います。各町にある自主防災隊をベースに、機殿
地区としての大きな組織化を図るものです。ご参加をいただきますようお願い致します。

事あるごとに中心的に災害に向き合える組織体制が欲しい、と議論されてきたところ

ですが、組織にまでは至らずにきました。しかし、二年前の３・１１の大震災を期にそ

の考えが強くなったところです。これから必ず起こるであろう災害への対策を考えるた

めにも、地区全体としての災害対策をまとめて考えていく必要があります。災害は、い

つやってくるかわからないですが、「まさか」では済まされません。備えあれば憂いな

し。最大の努力をして、悔いを残さないようにしたいと思います。

皆様にも、明日は我が身と考えていただきご協力、ご参加をいただきますようお願い

致します。



1月13日　健康福祉講演会

さんと歌謡ショーを楽しみました。

健康福祉部の生活サポート支援に対する

調査研究事業の一環として宇気郷地区の

2月10日　あやめの株を植えました。

環境・エコ推進部会の皆さん20人に参加を頂き市民セン

ターのあじさいの植え込みの前に、あやめの株を植えさ

れる場所を増やしていけたらと思っています。

皆で味ご飯を作っていただきました。

新なごみ会は、毎月1回テーマを決めて

市民センターに集い楽しい時を過ごして

います。（1月10日、2月20日、3月18日）

新年度には、皆の希望を出し合って 新

しいことにもチャレンジしていきたい

と思っています。多くの方の参加をお

待ちしています。

詳細は市民センターまでお問い合わせ

紫色の花の帯が出来る事を楽しみに見守っていきたい

環境・エコ推進部会　花のある環境づくり事業

と思います。これからも尐しずつでも季節の花が見ら

2月8日

「ゆのはらさぽーと」で活動状況等を

伺いました。

せてもらいました。夏場は草の管理が大変ですが、これ

からの部会の皆さんのお力をお借りして、毎年きれいな

花を咲かせてせてもらえればと願っています。5月に

2月20日　新なごみ会「料理教室」

ください。

　　アルバム（平成25年1月から3月）

ーから講師を迎え感染予防の勉強の後、香川ゆう子

参加者　46名でした。

機殿小学校多目的ホールで第４地域包括支援センタ



平成24年度事業を振り返って

健康福祉部副部会長 中川 留美

「健康診断（健診）を受けよう」で健診率2倍近くＵＰ！
平成24年度は、「健康づくり・健康福祉講演会・生活サポート支援に対する調査研究・和める場所

の実施調査研究・ニュースポーツ大会」の5つの事業目標をたて活動してきました。健康づくりに役

立て、また楽しんでいただけたでしょうか？

本年度より健康づくり事業の中で「健診を受けよう！」を合言葉に、講演会、座談会等、部会員さ

んを中心に取り組んだ結果、健診率が倍近くＵＰした、結果を役立てたとの話も伺い部会員一同喜び

あいました。

これからも機殿ファミリーは元気で希望ある日々をおくりましょう。

3月９日 誰でもできる新しいスポーツ（ペタ

ンク）大会

機殿小学校運動場で「ペタンク協会」

の講師の指導を受けたあと対戦。

「カーリングに似た競技でなかなか奥

が深い」とは 参加者の感想です。

参加者は18名でラダーゲッターの投球

やグラウンドゴルフのパター練習も楽

しみました。

(公民館共催事業)

地産地消料理教室を開催

2月20日(水)、市民センターにて14名の方の参加を

もって開催されました。

講師に、松阪市健康センターの花井さん、宇野さん

を迎え、「菜の花すし」「春キャベツとあさりのさっ

と蒸し」「大豆とじゃこのごまがらめ」「いちごのふ

るふるゼリー」を作りました。なばなは「魚見」、大

豆は「川島」など、地域の食材を使っておいしい料理

を皆で協力して作り、味わいました。

特に「いちご」は、川島町の横井富夫さん(農業振興

部会長)にご提供をいただくことができました。この場

をお借りしてお礼申し上げます。
レシピ、市民センターに

あります。ご利用ください。

「おうちでも

つくってみて！」
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広報編集委員より

平成24年度広報編集委員として最後の発行誌になりました。
広報誌の発行にはいろいろな作業がありました。取材、原稿依頼、紙面構成、パソコン入

力、校正、印刷、配布準備等、編集副委員長として、どの作業においても丁寧な仕事と指導
をして下さった鈴木正一さんは、今号の作業にお見えになることなく発行の運びとなりまし
た。さびしい限りです。

鈴木さん、ありがとうございました。 最後になりましたが編集委員のみなさま1年間おつ
かれさまでした。

広報編集委員長 西川 幸二

会長 澤村 茂

当会の設立準備段階から、ずーっと関わってこら

れた鈴木さんがこの2月末に亡くなられました。

鈴木さんは、初代会長の三宅さん達と共に「どの

ような会にすべきか」「何を大事にすべきか」等、

苦労しながら当会の土台を築いていただきました。

そして、人柄もとても気さくで人脈も広く、何事

にも骨身を惜しまず行動する人でした。

さすがに、昨年からは会長職をも辞されて治療に

専念しておられましたが、時には会議にも顔を出

されいろいろ示唆をいただいておりました。

農作業をされている姿をお見受けすることも度々あり、まだまだこれからいろい

ろと教えていただきたいと思っていた矢先の出来事で、本当に残念です。

鈴木さんが残してくれた足跡を汚すことなく引継ぎ、みんなで更に発展させてい

きたいと思っておりますので、安心して安らかにお眠りください。

合掌

鈴木正一氏を偲ぶ


